
４．在宅介護での学び

１．ルールでかためすぎない現場環境

職員が考えて、工夫して介護実践できる

２．現場の中で介護技術向上の機会をつくる

やさしく、あたたかい「手」で介護実践できる

３．患者と共に過ごせる時間をつくり共感できる

生活の中で患者と職員と一喜一憂したい

生活していたら今日を感じることができる普通のことを介護として取り組み

「今日もやったった！」と思える何かが今は必要だと思う
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